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【
注
意
事
項
】

　
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
ハ
ー
メ
ル
ン
」
で
掲
載
中
の
作
品
を
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
し
た
も
の
で

す
。

　
小
説
の
作
者
、「
ハ
ー
メ
ル
ン
」
の
運
営
者
に
無
断
で
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
作
品
を
引
用
の
範
囲
を

超
え
る
形
で
転
載
・
改
変
・
再
配
布
・
販
売
す
る
こ
と
を
禁
じ
ま
す
。

　　【
あ
ら
す
じ
】

　
火
刑
に
処
さ
れ
る
ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ
ル
ク
が
死
の
間
際
に
見
た
の
は
、
燃
え
る
冬
木
の
街
と
、
消
え
行

く
２
つ
の
命
。『
あ
の
二
人
を
助
け
た
い
』
ジ
ャ
ン
ヌ
の
思
い
を
受
け
た
ご
く
普
通
の
女
子
高
生
、
鈴
代

　
唯
が
捩
じ
曲
が
っ
た
聖
杯
戦
争
に
身
を
投
じ
て
い
く
…
。
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プ
ロ
ロ
ー
グ
　

　　　　
ほ
ん
の
少
し
前
ま
で
は
フ
ラ
ン
ス
を
勝
利
に
導
い
た
救
国
の
聖
女
…
　
と
、
呼
ば
れ
て
い
た
。

【
こ
の
魔
女
が
!
】

【
汚
ら
わ
し
い
!
】

【
早
く
魔
女
に
死
を
】

　
死
ね
!
死
ね
!
死
ね
…
…

　
火
刑
に
処
さ
れ
た
聖
女
は
、
何
を
思
っ
た
の
だ
ろ
う
?
　
た
だ
、
彼
女
は
天
を
仰
い
だ
。
　
怒
り
も

無
い
。
憎
し
み
も
無
い
。
後
悔
も
無
い
。
　
苦
し
み
も
無
い
。

　
地
獄
の
様
な
責
め
苦
を
受
け
て
い
た
時
で
す
ら
、
心
の
内
で
神
に
祈
り
を
捧
げ
て
い
た
程
。

　
悲
し
み
は
…
。
そ
の
感
情
は
、
何
故
だ
か
無
視
で
き
な
い
。
　
足
元
に
火
が
灯
さ
れ
、
瞬
く
間
に
頭

ま
で
燃
え
広
が
っ
て
い
く
。
熱
く
、
息
が
出
来
ず
に
苦
し
い
け
　
れ
ど
、
そ
れ
で
も
聖
女
の
瞳
に
曇
り

は
無
い
。

　
少
し
ず
つ
意
識
が
薄
れ
る
。
　
聖
女
の
瞳
か
ら
零
れ
た
透
明
の
一
滴
が
、
そ
の
頬
を
濡
ら
す
。
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私
は
、
何
も
出
来
な
い
ま
ま
。

　
そ
の
刹
那
、
聖
女
は
火
が
燃
え
広
が
る
景
色
を
見
　
た
。
白
昼
夢
だ
ろ
う
か
?
建
物
が
崩
れ
落
ち
た

街
　
で
、
一
人
の
男
が
絶
望
に
染
ま
る
瞳
で
町
を
さ
迷
う
。

　
男
は
心
が
死
ん
で
い
た
。
全
て
を
失
い
、
希
望
を
　
消
し
た
男
は
救
い
を
求
め
て
い
た
の
か
も
し
れ

な
　
い
。
そ
の
足
元
に
あ
る
、
小
さ
な
命
に
も
気
付
か
　
ず
に
町
を
さ
迷
っ
た
。
　
そ
の
、
僅
か
の
時

間
も
経
た
ず
、
男
は
命
を
失
っ
　
た
。

　
も
し
か
し
た
ら
、
足
元
の
小
さ
な
命
と
出
会
え
て
　
い
れ
ば
、
男
の
道
が
変
わ
っ
て
い
た
か
も
し
れ

な
い
。
２
つ
の
道
が
交
わ
れ
ば
、
男
の
生
涯
は
変
わ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
…
そ
れ
は
、
き
っ
と
誰

に
も
分
か
ら
な
い
。

　
そ
の
一
瞬
の
光
景
は
、
聖
女
の
最
期
の
心
を
作
っ
た
。

『
あ
の
男
性
と
、
小
さ
な
命
を
救
い
た
い
。
で
　
も
、
私
の
命
は
も
う
消
え
る
だ
ろ
う
。
だ
か
ら
…
　
誰

か
…
』

　
頬
を
伝
っ
た
涙
は
、
燃
え
盛
る
炎
に
掻
き
消
さ
れ
る
。

　
聖
女
の
思
い
は
、
そ
こ
で
途
切
れ
た
。
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あ
る
夏
の
夕
暮
れ
、
日
本
と
呼
ば
れ
る
東
の
島
国
　
だ
っ
た
。
高
校
二
年
の
学
校
の
帰
り
道
、
鈴
代

（
す
ず
し
ろ
）
唯
（
ゆ
い
）
は
導
か
れ
る
様
に
人
の
少
な
い
公
園
に
足
を
向
け
て
い
た
。

　
何
故
だ
か
、
何
時
も
よ
り
夕
陽
を
懐
か
し
い
と
思
い
、
自
然
と
空
を
仰
い
だ
。

　
ふ
と
、
頭
に
響
く
誰
か
の
声
に
気
付
く
。

　
誰
?
何
の
声
?

『
あ
の
人
を
、
助
け
て
…
』

　
…
え
?

「
…
誰
を
?
」

　
思
わ
ず
呟
い
た
唯
の
心
は
、
そ
の
言
葉
に
込
め
ら
れ
た
悲
し
さ
と
苦
し
み
を
直
に
感
じ
た
。
誰
と
も

知
れ
な
い
声
な
の
に
、
ま
る
で
自
分
の
心
の
様
で
胸
が
締
め
付
け
ら
れ
る
。

　
ね
え
私
が
、
助
け
よ
う
か
?
　
そ
う
し
た
ら
…
あ
な
た
は
救
わ
れ
る
の
か
な
。

　
そ
の
思
い
を
受
け
止
め
た
の
か
、
夕
陽
が
一
層
光
を
放
っ
た
。
そ
の
光
に
包
ま
れ
、
一
瞬
で
消
え
て

い
く
少
女
の
事
な
ど
誰
も
気
付
く
事
は
無
か
っ
た
。

　
心
優
し
き
少
女
は
、
い
つ
終
わ
る
と
も
知
れ
ぬ
戦
　
い
の
中
に
身
を
投
じ
て
い
く
事
と
な
る
の
だ
っ

た
。

　
次
に
目
覚
め
た
少
女
の
瞳
に
映
っ
た
自
分
の
姿
は
、
金
色
の
髪
に
青
い
瞳
の
聖
な
る
乙
女
で
あ
る
事
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は
、
ま
だ
知
ら
な
い
。

　　　
．
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設
定
　

　　
※
オ
リ
主
、
オ
リ
キ
ャ
ラ
、
オ
リ
サ
ー
ヴ
ァ
ン
ト
有

　
な
る
べ
く
ネ
タ
バ
レ
は
控
え
て
い
ま
す
が
、
本
編
閲
覧
後
に
読
む
事
を
お
奨
め
し
ま
す
。

　　　
◇
ル
ー
ラ
ー
（
善
）

　
ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ
ル
ク
（
憑
依
?
）

　
鈴
代
（
す
ず
し
ろ
）
唯
（
ゆ
い
）（
１
７
）　

　
◇
セ
イ
バ
ー
（
善
）

　
パ
ー
シ
ヴ
ァ
ル

　
ア
ー
サ
ー
王
伝
説
の
騎
士
の
一
人

　
一
人
称
「
私
」

　
↓
マ
ス
タ
ー
衛
宮
・
切
嗣
（
２
０
代
前
半
）

　
◇
ラ
ン
サ
ー
（
善
）

　
関
羽
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蜀
漢
の
創
始
者
で
あ
る
劉
備
の
義
兄
弟
。

　
一
人
称
「
私
」

　
↓
マ
ス
タ
ー
昇
（
し
ょ
う
）
龍
邦
（
り
ゅ
う
ほ
う
）（
２
０
代
半
ば
）

　
◇
ア
ー
チ
ャ
ー
（
善
）

　
那
須
与
一

　
源
平
の
戦
い
の
功
労
者
、
弓
の
名
手
。

　
一
人
称
「
僕
」

　
↓
マ
ス
タ
ー
藤
村
（
ふ
じ
む
ら
）
観
月
（
み
つ
き
）（
１
６
）

　
◇
ラ
イ
ダ
ー
（
混
沌
）

　
ナ
ポ
レ
オ
ン
＝
ボ
ナ
パ
ル
ト

　
革
命
期
の
フ
ラ
ン
ス
の
軍
人
、
政
治
家

　
一
人
称
「
余
」

　
↓
マ
ス
タ
ー
ル
ー
ク
＝
ロ
ク
ス
ロ
ー
ト
（
４
２
）

　
◇
キ
ャ
ス
タ
ー
（
悪
）

　
グ
リ
ム
兄
弟
（
長
兄
ヤ
ー
コ
プ
、
次
兄
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
）

　
一
人
称
「
僕
」

　
↓
マ
ス
タ
ー
ユ
リ
ア
ン
（
８
）

6  設定　



　
◇
ア
サ
シ
ン
（
中
立
）

　
ユ
ラ
イ
＝
ヤ
ー
ノ
シ
ー
ク

　
ス
ロ
バ
キ
ア
の
盗
賊

　
一
人
称
「
俺
様
」

　
↓
マ
ス
タ
ー
自
称
ル
パ
ン
（
?
）

　
◇
バ
ー
サ
ー
カ
ー
（
悪
）

　
エ
ド
ワ
ー
ド
黒
太
子

　
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
王
太
子

　
一
人
称
「
私
」

　
↓
マ
ス
タ
ー
リ
リ
ー
＝
ロ
ー
ズ
（
１
８
）

【
第
２
勢
力
】
協
会
側

　
◇
ル
ー
ラ
ー

　
ラ
フ
ァ
エ
ロ
＝
サ
ン
テ
ィ

　
ル
ネ
サ
ン
ス
の
三
大
巨
匠
の
一
人

　
一
人
称
「
私
」

　
↓
マ
ス
タ
ー
コ
ト
ミ
ネ
（
２
０
代
?
）

　
◇
ア
リ
ス
（
?
）

7



　
↓
マ
ス
タ
ー
マ
キ
リ
・
ゾ
ウ
ケ
ン

　
◇
セ
イ
バ
ー

　
ア
ダ
ム

　
↓
マ
ス
タ
ー
白
狼

　【
第
３
勢
力
】

　
ア
イ
ン
ツ
ベ
ル
ン
主
体
の
神
兵
隊

　
魔
術
を
使
わ
な
い
集
団

　
主
要
人
物

　
◇
オ
ー
デ
ィ
ン
（
２
０
代
?
）

　
シ
ル
バ
＝
バ
ル
ト
メ
ロ
イ
＝
シ
ュ
バ
イ
ン
オ
ー
グ

　
◇
ト
ー
ル
（
２
０
代
）

　
玄
霧
（
げ
ん
む
）
卯
月
（
う
づ
き
）

　
◇
ロ
キ
（
１
５
〜
１
９
?
）
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←
各
サ
ー
ヴ
ァ
ン
ト
の
宝
具
、
第
３
勢
力
の
能
力
（
ネ
タ
バ
レ
有
り
）

　
・
ジ
ャ
ン
ヌ

　
ス
キ
ル
『
聖
女
?
』

　
結
界
宝
具
『
我
が
神
は
こ
こ
に
あ
り
て
（
リ
ュ
ミ
ノ
ジ
テ
・
エ
テ
ル
ネ
ッ
ル
）』

　
・
パ
ー
シ
ヴ
ァ
ル

　
ス
キ
ル
『
騎
士
の
矜
持
Ａ
』

　
対
人
宝
具
『
誇
り
高
き
血
統
（
ア
ル
バ
ー
ト
＝
パ
ー
シ
ヴ
ァ
ル
）』

　
・
関
羽

　
ス
キ
ル
『
仁
王
立
ち
Ａ
＋
＋
』

　
対
人
〜
対
軍
宝
具
『
青
龍
偃
月
刀
（
せ
い
り
ゅ
う
え
ん
げ
つ
と
う
）』

　
・
与
一

　
ス
キ
ル
『
絶
対
必
中
Ｅ
Ｘ
』

　
対
軍
宝
具
『
滋
籐
（
し
げ
と
う
）
の
弓
』

　
・
ナ
ポ
レ
オ
ン

　
ス
キ
ル
『
天
性
の
指
揮
Ｂ
』

　
対
城
宝
具
『
私
の
辞
書
に
不
可
能
と
い
う
文
字
は
無
い
』

　
・
グ
リ
ム
兄
弟
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ス
キ
ル
『
夢
見
る
心
?
』

　
対
軍
宝
具
『
み
ん
な
に
届
け
る
物
語
』

　
・
ユ
ラ
イ

　
ス
キ
ル
『
気
配
遮
断
Ｂ
』

　
脱
出
宝
具
『
受
け
継
ぎ
し
盗
賊
団
』

　
・
エ
ド
ワ
ー
ド

　
ス
キ
ル
『
狂
化
Ｄ
』

　
特
攻
宝
具
『
甘
美
な
る
殺
戮
の
世
界
』

　
・
ラ
フ
ァ
エ
ロ

　
ス
キ
ル
『
天
の
啓
示
Ｅ
Ｘ
』

　
対
国
宝
具
『
ヴ
ィ
ッ
ラ
・
マ
ダ
ー
マ
』

　
・
ア
ダ
ム

　
ス
キ
ル
『
反
転
』

　
対
楽
園
宝
具
『
エ
デ
ン
の
果
実
』

　　
・
オ
ー
デ
ィ
ン

　
バ
ル
ト
メ
ロ
イ
家
当
主
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現
魔
導
元
帥

　
魔
術
?
『
無
尽
エ
ー
テ
ル
砲
』

　
武
器
『
神
華
槍
（
グ
ン
グ
ニ
ル
）』

　
・
ト
ー
ル

　
封
印
指
定
対
象
者

　
ア
ト
ラ
ス
院
元
院
長

　
統
一
言
語
師
（
神
代
の
意
志
疎
通
を
再
現
）

　
武
器
『
雷
神
の
鉄
槌
（
ミ
ョ
ル
ニ
ル
）』
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一
話
　

　「
…
素
に
銀
と
鉄
　
礎
に
石
と
契
約
の
大
公

　
降
り
立
つ
風
に
は
壁
を
　
四
方
の
門
は
閉
じ
　
王
冠
よ
り
出
で
　
王
国
に
至
る
三
叉
路
は
循
環
せ

よ
　
閉
じ
よ
　
閉
じ
よ
　
閉
じ
よ
　
閉
じ
よ
　
閉
じ
よ
　
繰
り
返
す
つ
ど
に
五
度
　
た
だ
満
た
さ
れ

る
刻
を
破
却
す
る

　
告
げ
る
　
汝
の
身
は
我
が
下
に
　
我
が
命
運
は
汝
の
剣
に
　
聖
杯
の
寄
る
べ
に
従
い
　
こ
の
意
こ

の
理
に
従
う
な
ら
ば
応
え
よ
　
誓
い
を
此
処
に
　
我
は
常
世
総
て
の
善
と
成
る
者
　
我
は
常
世
総
て

の
悪
を
敷
く
者

　
汝
三
大
の
言
霊
を
纏
う
七
天
　
抑
止
の
輪
よ
り
来
た
れ
　
天
秤
の
守
り
手
よ
。」

　
あ
る
島
国
の
冬
木
の
町
、
広
い
屋
敷
の
薄
暗
い
倉
の
中
で
一
人
の
男
の
声
が
響
く
。

　
年
の
頃
は
２
０
代
前
半
頃
だ
ろ
う
か
、
眉
間
の
皺
が
無
け
れ
ば
も
っ
と
若
く
も
見
え
る
。
男
…
衛
宮

　
切
嗣
は
、
召
喚
の
儀
を
終
え
て
一
息
吐
く
。

　
薄
暗
い
倉
の
中
に
置
か
れ
た
の
は
一
つ
の
箱
に
納
め
ら
れ
た
英
霊
（
サ
ー
ヴ
ァ
ン
ト
）
召
喚
の
為
に

手
に
入
れ
た
媒
介
。
切
嗣
が
苦
心
し
て
手
に
し
た
の
は
、
聖
杯
の
欠
片
。

　
無
論
、
切
嗣
が
こ
の
度
参
加
し
た
【
第
４
次
聖
杯
戦
争
】
の
優
勝
商
品
で
あ
る
聖
杯
と
は
異
な
る
。
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聖
杯
の
欠
片
が
媒
介
…
出
来
う
る
限
り
歴
史
を
調
べ
た
所
、
思
い
付
く
の
は
、
ア
ー
サ
ー
王
伝
説
に

置
け
る
英
雄
達
。

　
ガ
ウ
ェ
イ
ン
、
ガ
ラ
ハ
ッ
ト
、
ト
リ
ス
タ
ン
、
あ
と
…
。

　
カ
ッ

　
そ
こ
で
切
嗣
の
思
考
が
止
む
。
聖
杯
の
置
か
れ
た
魔
方
陣
が
強
い
光
を
放
ち
、
倉
中
が
光
に
包
ま
れ

た
。
目
映
い
光
に
細
め
た
光
の
中
に
は
、
上
背
の
あ
る
騎
士
だ
ろ
う
英
霊
が
佇
む
。

　
次
第
に
光
が
弱
ま
り
、
目
の
前
の
英
霊
（
サ
ー
ヴ
ァ
ン
ト
）
と
切
嗣
（
マ
ス
タ
ー
）
と
視
線
が
合
わ

さ
る
。
英
霊
の
一
見
冷
た
い
と
も
言
え
る
唇
の
端
が
僅
か
に
上
が
っ
た
。

「
…
サ
ー
ヴ
ァ
ン
ト
セ
イ
バ
ー
、
召
喚
に
応
じ
参
上
し
た
。
貴
公
が
俺
の
マ
ス
タ
ー
か
?
」

「
…
あ
あ
。
そ
の
通
り
だ
。
君
は
、
ガ
ウ
ェ
イ
ン
…
い
や
、
ガ
ラ
ハ
ッ
ト
か
?
」

　
切
嗣
の
問
い
に
、
セ
イ
バ
ー
の
眉
が
寄
り
僅
か
に
思
案
す
る
様
を
見
せ
、
直
ぐ
に
一
人
横
に
頭
を
振

り
不
敵
な
笑
み
を
浮
か
べ
る
。

「
貴
公
が
我
が
名
を
名
乗
る
に
相
応
し
い
か
、
そ
れ
を
確
か
め
て
か
ら
だ
。」

「
…
何
だ
と
?
」

　
切
嗣
の
顔
に
険
が
帯
び
る
。
そ
の
胸
中
で
は
、
厄
介
な
サ
ー
ヴ
ァ
ン
ト
が
あ
た
っ
て
し
ま
っ
た
、
と

後
悔
も
起
こ
る
が
彼
の
冷
静
な
思
考
は
直
ぐ
に
切
り
替
わ
る
。

「
ど
う
確
か
め
る
と
い
う
ん
だ
?
」
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「
…
戦
い
の
時
の
君
の
判
断
に
委
ね
よ
う
。
そ
れ
が
不
服
な
ら
、
令
呪
で
も
何
で
も
使
え
ば
良
い
。」

　
切
嗣
は
気
付
い
た
。
相
手
の
呼
び
方
が
、
貴
公
か
ら
君
へ
と
変
わ
っ
て
い
る
事
を
。
距
離
を
縮
め
て

来
た
の
か
、
そ
れ
と
も
マ
ス
タ
ー
と
し
て
認
め
て
い
な
い
か
ら
か
。

　
よ
し
、
良
い
だ
ろ
う
。

「
…
僕
の
目
的
は
聖
杯
の
み
。
君
は
サ
ー
ヴ
ァ
ン
ト
と
し
て
戦
っ
て
も
ら
う
。
そ
れ
だ
け
だ
。」

「
な
る
ほ
ど
。」

　
探
っ
て
い
た
セ
イ
バ
ー
の
瞳
が
、
一
瞬
人
間
味
を
帯
び
た
気
が
し
た
。
そ
れ
は
、
苛
立
ち
か
呆
れ
か
。

　　　　　　　　
セ
イ
バ
ー
と
マ
ス
タ
ー
が
出
会
っ
た
頃
、
衛
宮
　
切
嗣
邸
か
ら
遥
か
に
離
れ
た
教
会
の
屋
根
に
腰
か

け
た
少
女
が
そ
れ
を
見
つ
め
て
い
た
。

　
月
に
輝
く
金
色
の
髪
を
後
ろ
で
三
つ
編
み
に
し
、
青
い
瞳
で
彼
方
の
二
人
を
た
だ
見
つ
め
る
。
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「
…
や
っ
ぱ
り
、
セ
イ
バ
ー
と
切
嗣
は
仲
が
悪
い
ん
だ
。」

　
ど
う
し
よ
っ
か
な
あ
、
と
呟
き
屋
根
か
ら
ヒ
ラ
リ
と
飛
び
降
り
る
。
そ
の
姿
は
、
肌
を
差
す
寒
風
吹

く
冬
木
の
町
に
溶
け
て
行
く
の
だ
っ
た
。

　
運
命
に
導
か
れ
る
様
に
、
７
人
の
マ
ス
タ
ー
と
７
の
サ
ー
ヴ
ァ
ン
ト
が
巡
り
会
う
。
そ
れ
は
必
然
。

　
一
つ
の
陣
営
は
、
お
互
い
の
胸
中
を
見
せ
ず
探
り
会
う
。

　
一
つ
の
陣
営
は
、
熱
き
誓
い
を
交
わ
し
、

　
一
つ
の
陣
営
は
、
真
摯
に
目
標
を
定
め
、

　
一
つ
の
陣
営
は
、
怯
え
と
気
高
さ
を
混
じ
り
、

　
一
つ
の
陣
営
は
、
優
し
い
親
愛
を
注
ぎ
、

　
一
つ
の
陣
営
は
、
狂
っ
た
愛
で
満
た
し
、

　
一
つ
の
陣
営
は
、
好
奇
心
を
沸
き
起
こ
し
。

　
新
た
な
歯
車
が
回
り
だ
し
た
。
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